
　近年、春先に庄内浜でも青物が大量に入網する事が増えてきました。
　この魚、大きくなるとブリと呼ばれる魚で、大きさで名前が変わる「出世魚」の代表的な魚です。
　庄内浜では、小さい順にフクラゲやツベソ、アオコ、イナダ、ワラサ、でブリとなります。
　この写真で読者の皆様に躍動感を伝えたかったのですが、伝わったでしょうか。
　山形県定置網漁業組合では平成22年度に海水流動氷（シャーベットアイス）を導入し、鮮度保持技術を高め出荷
しております。また、県全体としては紅えび、タイ、おばこサワラ、ズワイガニ、サケ等のブランド化が急ピッチで進
められております。
　山形県漁協は出世魚の大漁にあやかりこれからも躍動し続けます。

定置網の網揚げ
（由良地区）

漁民と手をつなぐ広報誌
山形県漁業協同組合

広報誌

5月号/平成28年
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第328号 平成28年5月（2）

〔
農
林
水
産
部
６
次
産
業
推
進
課
　
流
通
対
策
主
幹
〕

〔
子
育
て
推
進
部
子
ど
も
家
庭
課
　
課
長
補
佐（
児
童
養
護・母
子
保
健
担
当
）〕

〔
置
賜
総
合
支
庁
建
設
部
西
置
賜
道
路
計
画
課
　
道
路
整
備
専
門
員
〕

〔
主
査（
水
産
企
画
振
興
担
当
）〕

〔
商
工
労
働
観
光
部
雇
用
対
策
課
　
公
共
訓
練
主
査
〕

〔
最
上
総
合
支
庁
総
務
企
画
部
税
務
課
　
主
査
〕

● 

県
庁
　
農
林
水
産
部
水
産
振
興
課

佐
藤

　
　勇

鈴
木

　伸
二

渡
辺

　佳
則

石
垣

　興
介

桜
井

　浩
美

東
海
林

　正
憲

水
産
振
興
課
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐
（
漁
港
漁
場
担
当
）

水
産
行
政
主
査

加
工
流
通
主
査

主
査
（
水
産
企
画
振
興
担
当
）

人事異動のお知らせ
山
形
県
漁
業
協
同
組
合

佐
藤

　
　研

齋
藤

　秀
樹

池
田

　
　剛

佐
藤

　大
輔

田
中

　寿
幸

齋
藤

　
　誠

菅
原

　
　太

阿
部

　亮
太

赤
塚

　一
子

長
瀬

　光
由

秋
野

　隆
志

齋
藤

　文
明

鈴
木

　み
ほ

後
藤

　満
智
子

佐
藤

　智
穂

事
業
部
長（
兼
）さ
か
た
総
合
市
場
長

購
買
課
長

さ
か
た
総
合
市
場
次
長（
課
長
待
遇
）

由
良
総
括
支
所
長
代
理

念
珠
関
総
括
支
所
長
代
理

さ
か
た
総
合
市
場
長
代
理

全
漁
連
酒
田
油
槽
所
出
向（
課
長
代
理
待
遇
）

指
導
課
係
長

購
買
課
係
長

豊
浦
支
所
係
長

製
氷
工
場
係
長

水
産
加
工
場
係
長

吹
浦
支
所

信
用
共
済
課

販
売
企
画
課

〔
さ
か
た
総
合
市
場
長
〕

〔
購
買
課
長
代
理
〕

〔
さ
か
た
総
合
市
場
長
代
理
〕

〔
念
珠
関
総
括
支
所
長
代
理
〕

〔
由
良
総
括
支
所
係
長
〕

〔
さ
か
た
総
合
市
場
係
長
〕

〔
全
漁
連
酒
田
油
槽
所
出
向（
係
長
待
遇
）〕

〔
総
務
部
付
〕

〔
吹
浦
支
所
係
長
〕

〔
温
海
出
張
所
係
長
〕

〔
製
氷
工
場
〕

〔
水
産
加
工
場
〕

〔
販
売
企
画
課
〕

〔
購
買
課
〕

〔
信
用
共
済
課
〕

◆

（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
付
〔 

〕
は
旧
所
属
）

◆ 

異
　
動

◆

（
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
付
）

◆ 

退
　
職

遠
藤

　順
哉
〔
事
業
部
長（
兼
）購
買
課
長
〕（
定
年
退
職
）

◆◆ 

再
雇
用
職
員
・
嘱
託
職
員
　
退
職

阿
部

　寛
樹

齋
藤

　金
一

加
茂
出
張
所

管
理
課

◆

（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
付
）

◆ 

新
規
採
用

佐
藤

　和
行

結
城

　拓
哉

冨
岡

　優
馬

鈴
木

　峰
明

さ
か
た
総
合
市
場

念
珠
関
総
括
支
所

さ
か
た
総
合
市
場

念
珠
関
総
括
支
所

◆

（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
付
）

◆ 

新
規
採
用

早
坂

　
　瞬

研
究
員（
生
産
開
発
部
）

◆

（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
付
）

◆ 

新
規
採
用

太
田

　稔
章

五
十
嵐

　太
一

及
川

　
　憲

研
究
員（
海
洋
資
源
部
）

航
海
士（
海
洋
資
源
部
）

技
師（
海
洋
資
源
部
）

◆

（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
付
）

（
平
成
二
十
八
年
二
月
十
一
日
付
）

◆ 

嘱
託
職
員
　
採
用

小
松

　志
保

佐
藤

　昌
弘

水
産
加
工
場

水
産
加
工
場

全
国
合
同
漁
業
共
済
組
合

　山
形
県
事
務
所

佐
藤

　佑
哉

◆

（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
付
）

◆ 

新
規
採
用

山
形
県
漁
業
信
用
基
金
協
会

総
務
課
長

佐
藤

　和
彦

◆

（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
付
）

◆ 

採
　
用

◆

（
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
付
）

◆ 

退
　
職

大
瀧

　太
一
〔
参
事
〕

◆◆ 

常
勤
再
任
用

阿
部

　
　幸
（
山
形
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
局

　副
主
任
）

山
形
県
水
産
関
係
職
員

〔
水
産
振
興
課
長
〕

〔
県
土
整
備
部
河
川
課
　
課
長
補
佐（
ダ
ム
担
当
）〕

〔
庄
内
総
合
支
庁
保
健
福
祉
環
境
部
子
ど
も
家
庭
支
援
課
　
課
長
補
佐
〕

〔
内
水
面
水
産
試
験
場
　
生
産
開
発
部
長
〕

〔
主
任
専
門
水
産
業
普
及
指
導
員（
兼
）水
産
振
興
主
査（
兼
）庄
内
総
合
支
庁
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
推
進
課
　
事
業
推
進
主
査
〕

〔
庄
内
総
合
支
庁
産
業
経
済
部
農
村
計
画
課
　
指
導
主
査
〕

〔
山
形
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
局
　
海
区
漁
業
調
整
主
査
〕

〔
庄
内
児
童
相
談
所
　
地
域
指
導
主
査（
兼
）児
童
福
祉
司
〕

〔
庄
内
総
合
支
庁
建
設
部
河
川
砂
防
課
　
技
術
主
査
〕

〔
最
上
総
合
支
庁
産
業
経
済
部
農
村
整
備
課
　
主
査
〕

〔
水
産
試
験
場（
最
上
丸
）　
主
任
通
信
士
〕

〔
庄
内
総
合
支
庁
産
業
経
済
部
農
村
計
画
課
　
技
師
〕

● 

庄
内
総
合
支
庁
　
産
業
経
済
部
　
水
産
振
興
課

大
井

　明
彦

庄
司

　尚
三

工
藤

　
　仁

阿
部

　信
彦

板
本

　健
児

三
浦

　
　崇

髙
澤

　俊
秀

渡
辺

　秀
樹

宮
田

　
　統

本
間

　治
夫

菊
地

　芳
直

佐
藤

　勇
志

庄
内
総
合
支
庁
産
業
経
済
部

　次
長（
兼
）水
産
振
興
課
長

漁
港
整
備
主
幹

課
長
補
佐

課
長
補
佐（
振
興
普
及・漁
業
調
整
担
当
）

水
産
振
興
普
及
専
門
員（
兼
）庄
内
総
合
支
庁

　
　
　
　
　

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
推
進
課

　事
業
推
進
専
門
員

行
政
主
査

主
任
専
門
水
産
業
普
及
指
導
員（
兼
）水
産
振
興
主
査（
兼
）
　
　
　
　

庄
内
総
合
支
庁
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
推
進
課

　事
業
推
進
主
査

漁
業
調
整
主
査

計
画
主
査

主
査（
漁
港
整
備
担
当
）

主
任
漁
業
無
線
通
信
士（
漁
業
調
整
担
当
）

技
師（
漁
港
整
備
担
当
）

（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
付

　
　
　
　
　〔 

〕は
旧
所
属

）

忠
鉢

　孝
明

荒
木

　康
男

髙
橋

　美
紀

工
藤

　
　創

副
場
長（
兼
）生
産
開
発
部
長

資
源
調
査
部
長

総
務
主
査（
兼
）庶
務
係
長

専
門
研
究
員（
資
源
調
査
部
）

〔
副
場
長（
兼
）資
源
調
査
部
長
〕

〔
主
任
専
門
研
究
員
〕

〔
置
賜
総
合
支
庁
総
務
企
画
部
税
務
課
　
課
税
主
査
〕

〔
研
究
員（
生
産
開
発
部
）〕

● 

内
水
面
水
産
試
験
場

河
内

　正
行

本
間

　敦
人

野
口

　大
悟

主
任
専
門
研
究
員

庶
務
係
長

専
門
研
究
員

〔
専
門
研
究
員（
海
洋
資
源
部
）〕

〔
庄
内
総
合
支
庁
建
設
部
建
設
総
務
課
　
主
査
〕

〔
研
究
員（
海
洋
資
源
部
）〕

● 

水
産
試
験
場

※他公所への転出者につきましては、掲載を省略させて頂きましたのでご了承願います。

◆

（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
付
）

◆ 

定
年
退
職
者
再
雇
用 

採
用・転
属

遠
藤

　順
哉

高
橋

　茂
喜

佐
藤

　
　晃

温
海
出
張
所

加
茂
出
張
所
へ
転
属

由
良
総
括
支
所
へ
転
属 昨

年
ま
で
は
現
状
エ
ン
ジ
ン

よ
り
小
さ
い
エ
ン
ジ
ン
し
か

該
当
し
な
か
っ
た
が
、
今
回

は
２
割
ア
ッ
プ
ま
で
可
能
と

な
っ
た
。
予
算
は
全
国
で

40
億
円
。
予
算
額
を
上
回
っ

た
場
合
は
抽
選
と
な
る
。
抽

選
で
外
れ
た
場
合
は
次
年
度

回
し
と
な
る
。

Ｑ　

定
期
船
が
２
便
航
海
の
場
合
、

現
在
漁
獲
物
は
１
便
目
の
船

に
し
か
積
め
な
い
が
、
２
便

に
も
積
ん
で
良
い
こ
と
に
で

き
な
い
か
。

Ａ　

持
ち
帰
り
検
討
し
ま
す
。

Ｑ　

現
在
、
ア
ワ
ビ
を
出
荷
す
る

際
は
、
ス
チ
ロ
ー
ル
箱
に
海

水
を
入
れ
、
エ
ア
ー
ポ
ン
プ

を
付
け
て
出
荷
し
て
い
る
が
、

こ
の
費
用
は
誰
が
負
担
し
て

い
る
の
か
。
ま
た
箱
、
エ
ア

Ｑ　

水
産
物
ト
ラ
イ
ア
ル
事
業
を

始
め
る
こ
と
は
良
い
こ
と
だ

と
思
う
が
、
現
在
の
加
工
場

の
設
備
で
可
能
な
の
か
。
中

期
改
善
計
画
も
順
調
に
進
ん

で
い
る
し
、
設
備
も
充
実
し

た
ら
ど
う
か
。

Ａ　

こ
の
水
産
物
ト
ラ
イ
ア
ル
事

業
は
、
現
地
で
も
下
処
理
等

可
能
で
あ
る
。
設
備
は
徐
々

に
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
。

Ｑ　

競
争
力
強
化
型
機
器
等
導
入

緊
急
対
策
事
業
は
、
年
齢
は

何
歳
で
も
よ
い
の
か
。
内
容

を
も
う
少
し
詳
し
く
説
明
願

い
た
い
。

Ａ　

年
齢
は
特
に
規
制
は
な
い
。

ー
ポ
ン
プ
は
回
収
し
て
い
る

の
か
。

Ａ　

箱
、
エ
ア
ー
ポ
ン
プ
等
の
費

用
は
国
、
市
か
ら
離
島
へ
の

補
助
で
賄
っ
て
い
る
は
ず
で

す
。
箱
、
エ
ア
ー
ポ
ン
プ
に

つ
い
て
は
、
回
収
は
し
て
い

な
い
。
他
の
出
荷
物
に
つ
い

て
も
同
様
で
す
。

平
成
27
年
度 

地
区
座
談
会
開
催
（
前
号
の
続
き
）

3
月
11
日
㈮
開
催

出
席
者
17
名

飛
島
地
区

総
会
・
総
代
会
の
日
程

●
山
形
県
漁
業
協
同
組
合

《
通
常
総
代
会
》
六
月
二
十
一
日
㈫

　

午
前
十
時　

本
所
・
講
堂

　

◇
尚
、
午
前
九
時
よ
り
水
揚
表
彰
式
を
行
い
ま
す
。

《
臨
時
総
会
》
総
代
会
終
了
後

●
全
国
広
域
漁
船
保
険
組
合

《
通
常
総
代
会
》

　

六
月
十
七
日
㈮　

午
後
一
時
三
十
分

　
（
東
京
都
）
漁
船
保
険
中
央
会　

会
議
室

●
山
形
県
漁
業
信
用
基
金
協
会

《
通
常
総
会
》

　

六
月
二
十
一
日
㈫　

午
後
一
時
三
十
分

　

漁
協
本
所
・
講
堂

●
全
国
合
同
漁
業
共
済
組
合

《
通
常
総
代
会
》

　

六
月
二
十
三
日
㈭　

午
後
三
時　

　
（
東
京
都
） 

Ｋ
Ｋ
Ｒ
ホ
テ
ル
東
京

●
全
国
共
済
水
産
業
協
同
組
合
連
合
会

　
（
共
水
連
）

《
通
常
総
代
会
》

　

七
月
二
十
一
日
㈭　

午
後
一
時
三
十
分

　
（
東
京
都
）
コ
ー
プ
ビ
ル

● 漁船保険　暮らしを守る　よりどころ
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〔
農
林
水
産
部
６
次
産
業
推
進
課
　
流
通
対
策
主
幹
〕

〔
子
育
て
推
進
部
子
ど
も
家
庭
課
　
課
長
補
佐（
児
童
養
護・母
子
保
健
担
当
）〕

〔
置
賜
総
合
支
庁
建
設
部
西
置
賜
道
路
計
画
課
　
道
路
整
備
専
門
員
〕

〔
主
査（
水
産
企
画
振
興
担
当
）〕

〔
商
工
労
働
観
光
部
雇
用
対
策
課
　
公
共
訓
練
主
査
〕

〔
最
上
総
合
支
庁
総
務
企
画
部
税
務
課
　
主
査
〕

● 

県
庁
　
農
林
水
産
部
水
産
振
興
課

佐
藤

　
　勇

鈴
木

　伸
二

渡
辺

　佳
則

石
垣

　興
介

桜
井

　浩
美

東
海
林

　正
憲

水
産
振
興
課
長

課
長
補
佐

課
長
補
佐
（
漁
港
漁
場
担
当
）

水
産
行
政
主
査

加
工
流
通
主
査

主
査
（
水
産
企
画
振
興
担
当
）

人事異動のお知らせ
山
形
県
漁
業
協
同
組
合

佐
藤

　
　研

齋
藤

　秀
樹

池
田

　
　剛

佐
藤

　大
輔

田
中

　寿
幸

齋
藤

　
　誠

菅
原

　
　太

阿
部

　亮
太

赤
塚

　一
子

長
瀬

　光
由

秋
野

　隆
志

齋
藤

　文
明

鈴
木

　み
ほ

後
藤

　満
智
子

佐
藤

　智
穂

事
業
部
長（
兼
）さ
か
た
総
合
市
場
長

購
買
課
長

さ
か
た
総
合
市
場
次
長（
課
長
待
遇
）

由
良
総
括
支
所
長
代
理

念
珠
関
総
括
支
所
長
代
理

さ
か
た
総
合
市
場
長
代
理

全
漁
連
酒
田
油
槽
所
出
向（
課
長
代
理
待
遇
）

指
導
課
係
長

購
買
課
係
長

豊
浦
支
所
係
長

製
氷
工
場
係
長

水
産
加
工
場
係
長

吹
浦
支
所

信
用
共
済
課

販
売
企
画
課

〔
さ
か
た
総
合
市
場
長
〕

〔
購
買
課
長
代
理
〕

〔
さ
か
た
総
合
市
場
長
代
理
〕

〔
念
珠
関
総
括
支
所
長
代
理
〕

〔
由
良
総
括
支
所
係
長
〕

〔
さ
か
た
総
合
市
場
係
長
〕

〔
全
漁
連
酒
田
油
槽
所
出
向（
係
長
待
遇
）〕

〔
総
務
部
付
〕

〔
吹
浦
支
所
係
長
〕

〔
温
海
出
張
所
係
長
〕

〔
製
氷
工
場
〕

〔
水
産
加
工
場
〕

〔
販
売
企
画
課
〕

〔
購
買
課
〕

〔
信
用
共
済
課
〕

◆

（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
付
〔 

〕
は
旧
所
属
）

◆ 

異
　
動

◆

（
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
付
）

◆ 

退
　
職

遠
藤

　順
哉
〔
事
業
部
長（
兼
）購
買
課
長
〕（
定
年
退
職
）

◆◆ 

再
雇
用
職
員
・
嘱
託
職
員
　
退
職

阿
部

　寛
樹

齋
藤

　金
一

加
茂
出
張
所

管
理
課

◆

（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
付
）

◆ 

新
規
採
用

佐
藤

　和
行

結
城

　拓
哉

冨
岡

　優
馬

鈴
木

　峰
明

さ
か
た
総
合
市
場

念
珠
関
総
括
支
所

さ
か
た
総
合
市
場

念
珠
関
総
括
支
所

◆

（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
付
）

◆ 

新
規
採
用

早
坂

　
　瞬

研
究
員（
生
産
開
発
部
）

◆

（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
付
）

◆ 

新
規
採
用

太
田

　稔
章

五
十
嵐

　太
一

及
川

　
　憲

研
究
員（
海
洋
資
源
部
）

航
海
士（
海
洋
資
源
部
）

技
師（
海
洋
資
源
部
）

◆

（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
付
）

（
平
成
二
十
八
年
二
月
十
一
日
付
）

◆ 

嘱
託
職
員
　
採
用

小
松

　志
保

佐
藤

　昌
弘

水
産
加
工
場

水
産
加
工
場

全
国
合
同
漁
業
共
済
組
合

　山
形
県
事
務
所

佐
藤

　佑
哉

◆

（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
付
）

◆ 

新
規
採
用

山
形
県
漁
業
信
用
基
金
協
会

総
務
課
長

佐
藤

　和
彦

◆

（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
付
）

◆ 

採
　
用

◆

（
平
成
二
十
八
年
三
月
三
十
一
日
付
）

◆ 

退
　
職

大
瀧

　太
一
〔
参
事
〕

◆◆ 

常
勤
再
任
用

阿
部

　
　幸
（
山
形
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
局

　副
主
任
）

山
形
県
水
産
関
係
職
員

〔
水
産
振
興
課
長
〕

〔
県
土
整
備
部
河
川
課
　
課
長
補
佐（
ダ
ム
担
当
）〕

〔
庄
内
総
合
支
庁
保
健
福
祉
環
境
部
子
ど
も
家
庭
支
援
課
　
課
長
補
佐
〕

〔
内
水
面
水
産
試
験
場
　
生
産
開
発
部
長
〕

〔
主
任
専
門
水
産
業
普
及
指
導
員（
兼
）水
産
振
興
主
査（
兼
）庄
内
総
合
支
庁
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
推
進
課
　
事
業
推
進
主
査
〕

〔
庄
内
総
合
支
庁
産
業
経
済
部
農
村
計
画
課
　
指
導
主
査
〕

〔
山
形
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
事
務
局
　
海
区
漁
業
調
整
主
査
〕

〔
庄
内
児
童
相
談
所
　
地
域
指
導
主
査（
兼
）児
童
福
祉
司
〕

〔
庄
内
総
合
支
庁
建
設
部
河
川
砂
防
課
　
技
術
主
査
〕

〔
最
上
総
合
支
庁
産
業
経
済
部
農
村
整
備
課
　
主
査
〕

〔
水
産
試
験
場（
最
上
丸
）　
主
任
通
信
士
〕

〔
庄
内
総
合
支
庁
産
業
経
済
部
農
村
計
画
課
　
技
師
〕

● 

庄
内
総
合
支
庁
　
産
業
経
済
部
　
水
産
振
興
課

大
井

　明
彦

庄
司

　尚
三

工
藤

　
　仁

阿
部

　信
彦

板
本

　健
児

三
浦

　
　崇

髙
澤

　俊
秀

渡
辺

　秀
樹

宮
田

　
　統

本
間

　治
夫

菊
地

　芳
直

佐
藤

　勇
志

庄
内
総
合
支
庁
産
業
経
済
部

　次
長（
兼
）水
産
振
興
課
長

漁
港
整
備
主
幹

課
長
補
佐

課
長
補
佐（
振
興
普
及・漁
業
調
整
担
当
）

水
産
振
興
普
及
専
門
員（
兼
）庄
内
総
合
支
庁

　
　
　
　
　

全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
推
進
課

　事
業
推
進
専
門
員

行
政
主
査

主
任
専
門
水
産
業
普
及
指
導
員（
兼
）水
産
振
興
主
査（
兼
）
　
　
　
　

庄
内
総
合
支
庁
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
推
進
課

　事
業
推
進
主
査

漁
業
調
整
主
査

計
画
主
査

主
査（
漁
港
整
備
担
当
）

主
任
漁
業
無
線
通
信
士（
漁
業
調
整
担
当
）

技
師（
漁
港
整
備
担
当
）

（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
付

　
　
　
　
　〔 

〕は
旧
所
属

）

忠
鉢

　孝
明

荒
木

　康
男

髙
橋

　美
紀

工
藤

　
　創

副
場
長（
兼
）生
産
開
発
部
長

資
源
調
査
部
長

総
務
主
査（
兼
）庶
務
係
長

専
門
研
究
員（
資
源
調
査
部
）

〔
副
場
長（
兼
）資
源
調
査
部
長
〕

〔
主
任
専
門
研
究
員
〕

〔
置
賜
総
合
支
庁
総
務
企
画
部
税
務
課
　
課
税
主
査
〕

〔
研
究
員（
生
産
開
発
部
）〕

● 

内
水
面
水
産
試
験
場

河
内

　正
行

本
間

　敦
人

野
口

　大
悟

主
任
専
門
研
究
員

庶
務
係
長

専
門
研
究
員

〔
専
門
研
究
員（
海
洋
資
源
部
）〕

〔
庄
内
総
合
支
庁
建
設
部
建
設
総
務
課
　
主
査
〕

〔
研
究
員（
海
洋
資
源
部
）〕

● 

水
産
試
験
場

※他公所への転出者につきましては、掲載を省略させて頂きましたのでご了承願います。

◆

（
平
成
二
十
八
年
四
月
一
日
付
）

◆ 

定
年
退
職
者
再
雇
用 

採
用・転
属

遠
藤

　順
哉

高
橋

　茂
喜

佐
藤

　
　晃

温
海
出
張
所

加
茂
出
張
所
へ
転
属

由
良
総
括
支
所
へ
転
属

● 不慮の事故　保険加入が　身を守る
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無料毎日（平日）の沿岸水温をメールで配信中！！募集
　水産試験場では、平日の毎朝10時に観測している加茂港と三瀬沖の沿岸水温をメールで無料配信（※１）するサ
ービスを行っています。操業の参考にいかがですか？

受信を希望される方は、
①受信する端末（携帯・ＰＣ）のE-mailアドレス（※2）
②氏名（船名）
をメール、電話、ファックスのいずれかの方法で下記までお知ら
せください（※３） 。お問い合わせもこちらまで。

○お申し込み先　山形県水産試験場
メール：suion@pref.yamagata.jp
電話：0235-33-4382　ファックス：0235-33-0379

※１　携帯電話ではメール受信に必要な通信量がかかる場合があります。
※２　受信許可設定が必要な場合があります。詳しくはお問い合わせください。
※３　いただいた個人情報は本サービス以外に使用することはありません。 ●●山形県水産試験場●●

このメールを毎
日11時前頃にお
届けします♪

配信例

平
成
27
年
度　

第
8
回　

理
事
会
議
案

開
催
日
：
平
成
28
年
3
月
26
日
㈯

場　

所
：
本 

所　

第
一
会
議
室

【
協
議
事
項
】

1　

第
51
事
業
年
度
通
常
総
代
会
及
び
平
成
28
年
度
臨
時
総
会

の
開
催
と
議
長
選
出
に
つ
い
て

2　

平
成
27
年
度
決
算
方
針
（
案
）
に
つ
い
て

3　

平
成
28
年
度
に
お
け
る
貸
付
金
利
率
の
最
高
限
度
額
及
び

同
一
人
に
対
す
る
信
用
供
与
等
の
最
高
限
度
額
に
つ
い
て

4　

余
裕
金
の
預
け
入
れ
先
の
決
定
に
つ
い
て

5　

平
成
28
年
度
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
・
プ
ロ
グ
ラ
ム
（
案
）

に
つ
い
て

6　

平
成
28
年
度
内
部
監
査
計
画
書
（
案
）
及
び
職
員
研
修
計

画
（
案
）
に
つ
い
て

7　

漁
業
団
体
代
表
者
変
更
に
よ
る
組
合
員
資
格
審
査
委
員
の

承
認
に
つ
い
て

8　

由
良
市
場
前
荷
さ
ば
き
上
屋
設
置
計
画
に
つ
い
て

9　

産
直
販
売
委
託
者
登
録
規
程
に
つ
い
て

10　

平
成
28
年
度
販
売
売
掛
金
与
信
極
度
額
の
承
認
に
つ
い
て

11　

平
成
28
年
度
に
お
け
る
理
事
の
購
買
売
掛
限
度
額
設
定

（
案
）
に
つ
い
て

12　

平
成
28
年
度
潜
水
漁
業
（
す
も
ぐ
り
）
の
制
限
に
つ
い
て

13　

ト
ラ
フ
グ
放
流
に
係
る
受
益
者
負
担
金
の
設
定
に
つ
い
て

14　

理
事
者
の
利
益
相
反
行
為
に
該
当
す
る
貸
付
金
の
審
議
に

つ
い
て

15　

事
業
推
進
体
制
構
築
計
画
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

1　

平
成
28
年
度
2
月
末
現
在
の
状
況
に
つ
い
て

2　

競
争
力
強
化
型
機
器
等
導
入
対
策
事
業
に
つ
い
て

3　

貸
付
金
利
率
及
び
貯
金
利
率
の
改
定
に
つ
い
て

4　

平
成
27
年
度
地
区
座
談
会
開
催
状
況
に
つ
い
て

5　

人
事
異
動
の
内
示
に
つ
い
て

6　

組
合
員
の
加
入
・
脱
退
・
減
資
に
つ
い
て

7　

そ
の
他

平
成
28
年
度　

第
1
回　

理
事
会
議
案

開
催
日
：
平
成
28
年
4
月
19
日
㈫

場　

所
：
本 

所　

第
一
会
議
室

【
協
議
事
項
】

1　

平
成
27
年
度
資
産
自
己
査
定
に
よ
る
償

却
･
引
当
金
の
決
算
計
上
に
つ
い
て

2　

平
成
27
年
度
事
業
収
支
状
況
に
つ
い
て

3　

貸
付
金
の
審
議
に
つ
い
て

4　

組
合
員
資
格
審
査
委
員
会
の
答
申
に
つ

い
て

5　

潜
水
器
使
用
に
よ
る
採
捕
に
つ
い
て

6　

販
売
売
掛
与
信
極
度
額
設
定
の
承
認
に

つ
い
て

7　

山
形
県
漁
業
共
済
事
業
運
営
委
員
の
選

任
に
つ
い
て

【
報
告
事
項
】

1　

債
権
管
理
委
員
会
の
報
告
に
つ
い
て

2　

平
成
28
年
3
月
末
に
お
け
る
資
金
運
用

状
況
に
つ
い
て

3　

平
成
27
年
度
さ
け
海
中
飼
育
実
績
報
告

に
つ
い
て

4　

平
成
27
年
度
漁
業
権
行
使
料
徴
収
実
績

に
つ
い
て

5　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
推
進
委
員
会
の
開

催
に
つ
い
て

6　

水
揚
優
秀
船
の
表
彰
に
つ
い
て

7　

石
油
製
品
供
給
価
格
の
改
定
に
つ
い
て

8　

「
第
36
回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会

〜
や
ま
が
た
〜
」
大
会
実
施
計
画
に
つ

い
て

9　

組
合
員
の
加
入
・
脱
退
に
つ
い
て

10　

そ
の
他

理
事
会
情
報

● 万一の　事故に備えて　漁船保険
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　昨年の８月より臨時職員とし
てさかた総合市場にお世話にな
り、この春より正職員として勤
務させていただく事になりまし
た佐藤和行と申します。
　さかた総合市場で働き始め、
あっという間に半年が過ぎまし
た。まだまだ分からない事が多
く、日々勉強の毎日を過ごして
います。至らない事も多くご迷
惑をおかけする事もあると思い
ますが、漁業者の皆様をはじめ
漁協、そして地域に貢献できる
よう精いっぱい頑張りますので
宜しくお願いいたします。

　この度、４月1日より共済組
合の職員になりました、佐藤佑
哉です。よろしくお願いします。
社会人になり間もない未熟者で
す。職場の雰囲気を感じながら
覚えることもたくさんあり、新
鮮な日々を送っています。
　まず一年を通して学び、土台
を作り、来年再来年と確実に成
長していきたいと思っています。
少しでも多くの方に顔を覚えて
もらい、いち早く名前で呼んで
頂けるように精進していきま
す！ご指導のほどよろしくお願
いします。

　４月１日付で念珠関総括支所
に配属になりました結城拓哉で
す。去年の10月の終わりから
臨時職員を半年間経て採用にな
りました。
　私の趣味は釣りです。生まれ
た時から海が近くにあったので、
学生の頃はよく友達と釣りに行
きました。魚を食べたりするこ
とも好きです。特に刺身が好き
です。
　仕事はたくさん覚えることが
あるので、早くコツをつかんで
日々頑張っていきたいです。よ
ろしくお願いします。

　４月１日よりさかた総合市場
に勤務させていただいておりま
す冨岡優馬です。加茂水産高校
を卒業後に北海道の大学で水生
生物を中心に学びました。地元
就職を目指し四苦八苦していた
ところ、縁あって漁協の仕事に
巡り合うことができました。水
揚げのたびに輝く魚介類の姿、
一仕事を終えた漁師さんの笑顔
に感動を覚えています。
　ご迷惑をおかけすることもあ
ると思いますが、早く一人前に
なれるよう精進しますので今後
ともご指導ご鞭撻のほどよろし
くお願いします。

　この度、新採職員として水産
試験場に配属となりました太田
稔章と申します。出身は海とは
縁の無い米沢ですが、だからこ
そ海や魚にあこがれがあったの
かもしれません。北海道で水産
について学び、また山形県に戻
ってきました。
　大学ではヒメマスの雑種の研
究をしていたので、海の魚や資
源管理についてはまだ分からな
い事が多く、一日でも早く仕事
を覚えていきたいと思っていま
す。ぜひ温かく厳しい目で見守
っていただければ幸いです。ど
うぞよろしくお願いします。

　新卒採用され、この春から念
珠関総括支所に勤めることにな
りました鈴木峰明です。大学時
代は考古学を専攻し、水産関係
を学んできたわけではありませ
んが、魚を食べることは大好き
です。競売の時、多くの種類の
魚を見ると、この魚はどんな味
がするのだろう、とつい考えて
しまいます。
　現場仕事に事務仕事と、幅広
い職務に充実した毎日を送って
います。早く仕事を覚え、確実
に職務を遂行し、漁業者の皆様
に貢献したいと思います。

さかた総合市場
佐藤　和行

念珠関総括支所
結城　拓哉

全国合同漁業共済組合
山形県事務所
佐藤　佑哉

山形県水産試験場
海洋資源部
太田　稔章

さかた総合市場
冨岡　優馬

念珠関総括支所
鈴木　峰明

新人紹介

● ひろげよう　保険で人の和　無事故の輪



第328号 平成28年5月（6）

　去る３月29日㈫に、多くの委員の出席の下、第36回全国豊かな海づくり大会山形県実行委員会第４回総会を庄内
総合支庁講堂において開催しました。
　大会開催の重要な基礎となる大会実施計画や平成27年度事業報告、収支決算見込、平成28年度事業計画、平成28
年度収支予算の４つの議題について総会に諮り、原案どおり決定・承認されました。
　会議の中では、漁船パレードや県内外からの招待者等への歓迎おもてなしについて、五十嵐組合長より、漁協を
挙げて全面的に協力するとの力強い言葉をいただきました。
　いよいよ大会開催まで残すところ100日余りとなりました。
　本大会の成功と大会開催を契機とした、より一層の県内水産業の振興と地域の活性化につながるよう、大会の準
備を行ってまいりますので、県漁協組合員の皆様からの御協力をよろしくお願いします。

庄内総合支庁全国豊かな海づくり大会推進課　総務主査　鈴木まどか

全国豊かな海づくり大会山形県実行員会第４回総会開催しました

漁船保険からＡＩＳ保険料助成のおしらせ
海難事故防止のためAISの導入を！
　水産庁後援のもと、漁船保険中央会では船舶自動識別装置（ＡＩＳ、クラスＡ）または簡易型船舶自動識
別装置（簡易型ＡＩＳ、クラスＢ）を設置した漁船に保険料助成を行います。ただし、法令等で設置義務の
ある漁船や「もうかる漁業・がんばる漁業」の対象漁船は該当いたしません。
　ＡＩＳ、簡易型ＡＩＳとは、船舶の位置、針路、速度等の航行の安全に関する情報を自
動的に送受信するシステムです。雨や波の影響を受けず、荒天時でも海難事故の防止と人
命被害を未然に防ぎます。

平成26年度から28年度
（28年11月末までの申請に限る）

普通保険の純保険料（国庫負担分を除
く）の10％以内で、期間中の同一組合
員に対する助成金の額の合計額は、対
象漁船ごとに20万円が上限です。

※予算の状況により助成率及び上限額
を調整する場合があります。

お問い合せ先：全国広域漁船保険組合山形県支所　☎0234-24-2431

助成期間

助成する額

商船など

AIS情報（位置、針路、速力等を相互に確認可能）

漁船

※28年度は当該事業の最終年度となります。

● 万一も　保険があれば一安心　大きな出費も小さな負担
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支所別

区　分
水揚合計

水　　　　揚　　　　地　　　　内　　　　訳

吹 浦 飛 島 酒 田 加 茂 由 良 豊 浦 温 海 念珠関
本
年
度
水
揚

県 内 船 水 揚 2,538,183 132,543 132,174 759,164 155,967 397,514 264,436 84,731 611,654

県 外 船 水 揚 465,838 0 0 443,852 0 4,922 0 0 17,064

合 計 3,004,021 132,543 132,174 1,203,016 155,967 402,436 264,436 84,731 628,718

前 年 度 水 揚 累 計 2,712,262 120,205 121,730 1,035,597 141,079 352,201 218,781 83,955 638,714

増 減 291,759 12,338 10,444 167,419 14,888 50,235 45,655 776 -9,996

本 年 度 水 揚 計 画 2,550,000 113,000 114,000 973,000 133,000 331,000 206,000 79,000 601,000

達 成 率 117.8% 117.2% 115.9% 123.6% 117.2% 121.5% 128.3% 107.2% 104.6%

支所別

 区　分
水揚合計

水　　　　揚　　　　地　　　　内　　　　訳

吹　浦 飛　島 酒　田 加　茂 由　良 豊　浦 温　海 念珠関

月 末 迄 水 揚 累 計 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

月
間
水
揚

県 内 船 水 揚 155,343 8,477 6,001 27,446 14,502 30,516 16,763 11,193 40,445 

県 外 船 水 揚 0 0 0 0 0 0 0 0 0 

合 計 155,343 8,477 6,001 27,446 14,502 30,516 16,763 11,193 40,445 

前 年 同 月 水 揚 150,364 7,000 8,102 30,858 14,913 23,111 16,386 8,797 41,197 
本
年
度
水
揚

県 内 船 水 揚 155,343 8,477 6,001 27,446 14,502 30,516 16,763 11,193 40,445 

県 外 船 水 揚 0 0 0 0 0 0 0 0 

合 計 155,343 8,477 6,001 27,446 14,502 30,516 16,763 11,193 40,445 

前 年 度 水 揚 累 計 150,364 7,000 8,102 30,858 14,913 23,111 16,386 8,797 41,197 

増 減 4,979 1,477 -2,101 -3,412 -411 7,405 377 2,396 -752 

水　揚　情　報

平成27年度　水　揚　高

平成28年4月30日現在

平成28年3月31日現在

（単位：千円）

（単位：千円）

 

○
９
月
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日
㈯
・
11
日
㈰
に
開
催
さ
れ
る
「
第
36

回
全
国
豊
か
な
海
づ
く
り
大
会
」
の
成
功
に
向

け
て
、
県
内
全
域
で
の
機
運
醸
成
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

豊
か
な
海
の
重
要
性
を
山
形
か
ら
発
信
し
、
水

産
振
興
や
大
切
な
海
を
守
る
こ
と
を
誓
い
ま
す
。

　

式
典
で
は
大
会
の
ナ
ビ
ゲ
ー
タ
ー
役
で
あ
る
、

本
県
の
魚
「
サ
ク
ラ
マ
ス
」
が
様
々
な
困
難
が

待
ち
受
け
る
中
、
ふ
化
し
て
か
ら
降
河
し
、
遡

上
す
る
ま
で
に
出
会
う
「
生
命
の
物
語
」
を
奏

で
ま
す
。

　

そ
の
サ
ク
ラ
マ
ス
が
本
年
は
「
海
づ
く
り
大

会
」
に
合
わ
せ
た
か
の
よ
う
に
、
好
調
な
水
揚

げ
が
続
い
て
い
ま
す
。
例
年
よ
り
型
も
よ
く
揃

っ
て
い
ま
す
の
で
、
皆
様
も
是
非
ご
賞
味
く
だ

さ
い
。

○
今
月
号
で
は
、
各
方
面
の
新
人
さ
ん
紹
介
を
掲

載
し
て
い
ま
す
。
今
年
は
申
年
（
さ
る
ど
し
）

で
す
。
申
年
生
ま
れ
の
人
の
特
徴
は
、
超
ポ
ジ

テ
ィ
ブ
盛
り
上
げ
担
当
、
頭
の
回
転
が
早
く
、

そ
し
て
ク
セ
モ
ノ
。
周
囲
に
い
る
だ
け
で
自
分

も
周
り
も
、
明
る
く
楽
し
く
す
る
こ
と
が
で
き

る
人
だ
そ
う
で
す
。
今
年
度
の
新
人
さ
ん
に
は

申
年
生
ま
れ
の
人
は
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
水

産
関
係
団
体
の
盛
り
上
げ
役
に
期
待
し
ま
す
。

○
県
漁
協
直
営
の
「
庄
内　

海
丸
」
が
、
山
形
市

「
コ
ー
プ
し
ろ
に
し
」
内
に
オ
ー
プ
ン
し
て
か

ら
売
り
上
げ
は
堅
調
で
、
「
予
想
を
上
回
る
手

応
え
」
で
順
調
な
出
だ
し
で
す
。
庄
内
浜
の
新

鮮
な
幸
を
内
陸
の
皆
さ
ん
に
届
け
て
フ
ァ
ン
を

増
や
し
、
消
費
拡
大
に
結
び
付
け
ば
と
思
っ
て

い
ま
す
。
浜
の
情
報
発
信
の
拠
点
と
な
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

編

集
後

記

由
良
総
括
支
所
長
　
佐
藤
　
善
隆

● 漁船事故　おきて気がつく　事故防止
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広報誌

　３月12日より「県漁協直営店海丸」がコープしろにし店内にオープンしま
した。店長・倉田公平、海丸船長・佐藤剛、従業員・鏡奈美、伊藤範子の４
人で構成されています。店頭には毎日新鮮な魚が並び、その他店内で作った
できたての干物、浜の奥様達が作った加工品、ニギスのから揚げ、カスベの
から揚げ等の惣菜が並んでいます。オープン
から惣菜ものが人気で売り切れが続出した日
もありました。鮮魚コーナーでは、店長をは
じめ従業員がおいしい魚の食べ方、捌き方な
ど事細かく教えてくれます。また、バックヤ
ードで捌いてくれるサービスもあるため魚が
うまく捌けない、美味しい食べ方を知らない
というお客様に高い評価をいただいておりま
す。干物コーナーには、毎日できたての干物

が並びカレイ類、タイ類、メバル、イシモチ、ヤリイカ、ヒラメなど種類を豊
富に揃えており、お客様が目移りしてしまうほど好評です。
　お客様の中には「今まで庄内の魚を食べたかったがどこで買えばいいかわか
らなかった。今回『しろにし』に海丸がオープンしたことで手軽に買うことが
できるようになって良かった。」「庄内の魚を口にする機会がなく、初めて庄
内の魚を食べたがすごくおいしかった。」という声が多く、これを機に庄内浜
の魚が内陸のお客様に浸透していき、リピーターが増える事を期待します。

　５月４日㈬、第25回を迎えた鼠ヶ関大漁旗フェスティバルが鼠ヶ関港で開催されました。
　朝から雨が降るあいにくの空模様でしたが、朝早くから多くの人が詰めかけ、開場を待つ人で大行列ができ
ていました。販売が開始されると、鮮魚詰合せはあっという間に売り切れとなり、詰め放題は今までにないほ
どの人が集まりました。
　また、漁業者による出店は器にたっぷりの魚汁が今年も人気で、お客様に満足いただけたようです。魚のつ
かみ取りでは、子供たちが全身びしょ濡れになりながら夢中でワラサやニジマスを追いかけていました。
　地元小学生による弁天太鼓は、開会セレモニーでは屋内での演奏になりましたが、昼が近付くにつれて晴れ
間が出てきたため、外でも元気な音を響かせて祭りは大いに賑わいました。

山形でも食えるようになったぞ！“庄内の魚”

倉田店長

販売企画課　二階堂　琢

念珠関総括支所　結城　拓哉


